
症例 ● 19歳  女

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ
Ｌ

ｌ
ｒ
ｌ

ｌ

ｉ

ｌ

１
１

，

ｌ

ｌ
ｌ

，

１

１
１

１

ｒ
ｌ

ｔ

，

●労作 時 の動悸 を訴 えて来 院 .

●

1)V■にRSR′ パ タンをみるが,右脚ブロックと考 えてよいか .



症例 31 正 常 (不完 全 右 脚 ブ ロ ックパ タ ン )

V■に RSR′ パ タンをみるが R>R′ であ り
ブロックの診断基準を満たさない。また

幅 も0.08秒であ り, 0.10秒 を超 えず ,

く右脚ブロックパタン〉

右 側月匈音Б言秀導 で RSR′ パ タンを

示す症例は決 して少な くない .R′

波が /J、さ く, rSr′パ タンをとる症

例で, QRS幅 が 0.10秒 を超 えな
いものは ,“不完全右脚ブロックパ

タン "と してまとめ られているが ,
多 くの場合,右脚の伝導障害はな
く, 心室内で もっ とも興奮が遅才し

る右室後基音5(crista supraven‐

tricularis)の 興奮の表現であるこ

とが 多い。この late R波は月市′1生′亡、

な どに よる右室後基部の肥厚で明

確 にな り, crista patternと 口乎ば

才■る。

crista pattern

R′ は低い.Rよ り高い場合 もあ
るが,R′の幅が狭い。

よい。Vlに 陰′1生 P波がみ られ
左ぷ 陛 P波の基準 を満 た し

右脚 ブ ロック

R<R′ で,か つ
R′幅がやや広 い

,右脚
QRS
normal

variationと 考 えて

るが, これ も浅 く,

てはいない。

MEMO

①

正常でもみられる

RSR′ パタン (R'

はRと 同等, もし

くは Rよ り低い).

右脚ブロックの診断基準はVlで RSR′パ タンかつ R<R′

であるが, R>R′ の場合,単純に右脚ブロックを否定
してはな らない。late R(R′ 波 )が幅広 く,V5,V6に幅
広 い S波があ り, QRS幅 が 0。 10秒 を超 える場合 には

しかし厳密に区別できるわけではない

右 脚 ブロ ックの可能性 が高 い 。心臓 に位 置異常が あれ

ば心 電図所 見 と誘導部位 の関係 も変 わ るわけで あ り,

このような場合,V.の 周辺部 (V3R,お よびV3R～ V2の
1肋間上下 )を探 してみれば典型的な右脚ブロックパ

タンが得られることが多い。

R′ が低 tヽ RSR'パ タン


